











用紙など），サイズ（Ａ ４ 判，Ｂ ５ 判など），筆記





































































































































1 本描いて下さい」と教示し 1 回目を実施し，そ









































































































かった。さらに， ４ 人の被検査者に上記の 2 枚法
を計 ５ 回実施し，10枚の樹木画で得られた全指標
数がそれぞれの描画にどの程度出現するかを検討
した。その結果， 1 枚目では５2％， 2 枚目では
























している。 1 枚目と 2 枚目の印象評定を比較する











































と Castilla（199４）の内向11種類と外向 2 種類のサ
インの出現率を検討している。その結果，1 枚目，


































さらに S-D 法を用いて 2 枚の描画の印象を評定し
比較したところ，非行児童統制群と非行児童 stress
群では，統制群は 2 枚目で「陰気な」，「ていねい

























大学生群を対象に 1 回目は「実のなる木を 1 本描
いて下さい」と教示し， 2 週間後に再度同じ教示




































































































































































































































































































































































































































































































Buck, J. N. （1966）. The House-Tree-Person Technique 
（revised manual）. Beverly Hills : Western Psycho-
logical Services.
Castilla,D.　（199４）.　Le test de l’arbre.: Relation 




Fodor,  Von  S.  &  Kendel,  K. （1966）.  Vergleichende 
Beobachtungen  von  schwarzen  und  farbigen 
Baum-zeichnungen  bei  psychotischen  Patienten. 







萩尾  藤江・川野  通夫・粂沢  二三子・一色  信彦
（1979）．長期間言語訓練を受けた学童口蓋裂児の言
語障害と発達上の諸問題．聴覚言語障害，８，67-77．
Hammer,  E.  F. （1960）.  The House-Tree-Person 
（H-T-P） drawings as a projective technique with 
children. In A. I. Rabin and M. R. Haworth 

























Koch, K. （19４9） Der Baumtest : der baumzeichenver-
such als psychodiagnostissches hilfsmittel.  Bern  : 
Hanx Huber.




Koch, K.　（19５7）.　Der Baumtest: der Baumzeichen-
versuch als psychodiagnostisches Hilfsmittel 3. 




















































































Stora, R.　（197５）.　Le test du dessin d’arbre. Paris：
jean-pierre  delarge.　（ストラ，Ｒ．阿部  惠一郎 
（訳）　 （2011）．バウムテスト研究―いかにして統
計的解釈にいたるか．みすず書房．）
鈴木 郁子 （2011）．バウムテスト 2 枚施行法における
樹木画の特徴とパーソナリティ特性との関連． 浜松
学院大学研究論集，７，５1-60．
鈴木 慶子・鍋田 恭孝・塩崎 尚美 （2002）．バウムテス
トからみた構成的エンカウンター・グループの効果
―グループワーク前後のバウムテストの分析を通
して．心理臨床学研究，２0，38４-393．
高橋 雅春・高橋 依子 （1986）．樹木画テスト．文教書
院．
高橋 知音 （1993）．キャンプ療法による登校拒否児の
樹木画の変化―バウムテストの全体的印象による
評価．カウンセリング研究，２６，19-28．
滝浦 孝之 （2013）．バウムテストの信頼性と 2 枚法に
ついて―文献的検討．いわき明星大学人文学部研
究紀要，26，11５-131．
津田 浩一 （1976）．バウムテストの教示効果について．
心理測定ジャーナル，１２，５-10．
津田 浩一 ・奥 紀子・山口 俊郎 （1976）．心理治療過
程とバウムテストの関係―情短施設での収容治療
事例を通して．児童精神医学とその近接領域，２２，
282-297．
津田 浩一 （1992）．日本のバウムテスト―幼児・児
童期を中心に．日本文化科学社．
塚崎 直樹 （1993）．課題をつかしたバウムテストの試
み．日本芸術療法学会誌，２４，４1-４7．
山中  康裕（1973）．双生児による基礎的研究．林  勝
造・一谷  彊（編著）バウム・テストの臨床的研究
（pp.1-26）．日本文化科学社．
山崎 信弘 （2007）．樹木画テストにおける心理学的サ
インの妥当性に関する研究．創価大学大学院紀要，
２９，277-290．
注
（ 1 ）本論文では教示文の影響を考慮し，文献に掲載
されているものをそのまま掲載している。
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要な目的とはしていないが，先行研究と比較する
意義深い結果であったため，この項目に分類して
ある。
